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はじめに 

白山火山噴火緊急減災対策砂防計画は、「火山噴火緊急減災対策砂防計画策定ガイド

ライン（平成 19 年 4 月 国土交通省砂防部）」に基づいて、白山火山噴火緊急減災対策

砂防計画検討委員会（委員長：信州大学 平松晋也教授）による検討を経て作成したも

のである。 

 

白山は、金沢市の南方約 50km の石川県・岐阜県境に位置する標高 2,702m（御前峰）

の活火山である。御前峰（2,702m）、剣ヶ峰（2,677m）、大汝峰（2,684m）の三主峰から

なり、頂上およびその周辺には火口湖や溶岩流などの火山地形がよく保存されている。 

白山は過去１万年間に少なくとも 23回噴火しており、1554年の噴火では小規模な

火砕流が発生している。また、近年では山頂付近を震源とする火山性地震が数回発生

している。上流部の山地は全般に急峻であり、白山南西側には甚之助谷地すべりなど

の大規模な地すべり地形および滑落崖、大規模な崩壊地形が分布する。 

 

建設省（当時）は 1989（平成元）年に火山砂防事業を、1992（平成 4）年には火山

噴火警戒避難対策事業を創設し、火山地域における土砂災害対策を進めてきた。この

ような状況の下、白山では手取川上流域の牛首川・尾添川での砂防事業や、平成 25年

に設置された白山火山防災協議会による火山防災マップの作成、火山避難計画の作成

等が行われてきた。 

一方で、施設の整備には多くの時間と費用がかかること、想定される全ての現象に対

してハード対策を進めているものではないこと、想定と異なる噴火現象も起こり得るこ

と等から、火山噴火が発生した場合は、関係機関が連携して火山活動の推移に応じた効

果的な減災対策を実施する必要がある。そのためには、平常時から噴火時における緊急

減災対策への備えが重要である。 

そこで、本計画には、噴火活動時に実施するべきハード、ソフト対策の基本的な考え

方を示し、その上で緊急減災対策を円滑に進めるために平常時から準備すべき事項につ

いて整理した。 

 

今後、本計画に基づき順次関係機関と調整を図りつつ、平常時から行う準備事項につ

いて実行していくものであるが、白山の噴火時対応は砂防部局の取り組みのみでなし得

るものではないことから、各関係機関とともに火山防災力を高め、噴火による被害の軽

減（減災）に取り組んでいく方針である。 

 

 

  

本計画書は、令和４年３月に白山火山防災協議会が噴火シナリオを見直したこと

を踏まえ、令和３年３月に作成した白山火山噴火緊急減災対策砂防計画を更新した

ものである。今後、社会情勢の変化や法令の変更、新たな知見に基づく噴火シナリ

オの変更、防災技術の進歩などに対応して、継続的に本計画を見直していく。 

表紙写真：白山山頂付近を南西上空から望む(撮影：平成 29年 6 月 15 日 金沢河川国道事務所) 



 

 
背景に「地理院タイル（標準地図）」を使用 

白山の位置図 

 

凡例 
     県境 
     市町村界 
     川の流向 

▲

白山 ▲ 御前峰 

 

 



目  次 
 
 

はじめに 

 

【基 礎 事 項 編】 

1. 白山火山噴火緊急減災対策砂防の基本理念 ................................... 基-1 

1.1 白山火山噴火緊急減災対策砂防の目的 .................................... 基-1 

1.2 白山の火山防災体制 .................................................... 基-4 

1.3 白山火山噴火緊急減災対策砂防の内容 .................................... 基-5 

1.4 白山火山噴火緊急減災対策砂防の位置づけ ................................ 基-6 

2. 現状の把握 .............................................................. 基-7 

2.1 白山周辺の土地利用や法指定の状況 ...................................... 基-7 

2.2 白山周辺の保全対象等の状況 ............................................ 基-9 

2.3 白山周辺の防災対策の状況 ............................................. 基-11 

2.4 白山の火山活動 ....................................................... 基-16 

3. 想定される影響範囲と被害 ................................................ 基-23 

3.1 白山で想定される火山活動 ............................................. 基-23 

3.2 噴火シナリオ・土砂移動シナリオ ....................................... 基-26 

3.3 想定される影響範囲と被害の把握 ....................................... 基-31 

 

【計 画 編】 

1. 白山火山噴火緊急減災対策砂防計画の方針 ................................... 計-1 

1.1 白山火山噴火緊急減災対策砂防計画の内容 ................................ 計-1 

1.2 対象とする噴火シナリオのケースの抽出 .................................. 計-2 

1.3 対策開始・中止のタイミング ............................................ 計-3 

1.4 対策可能期間 .......................................................... 計-7 

1.5 対策箇所 .............................................................. 計-8 

1.6 対策方針の設定 ....................................................... 計-10 

2. 緊急ハード対策ドリル .................................................... 計-12 

2.1 基本方針 ............................................................. 計-12 

2.2 工法・構造の考え方 ................................................... 計-13 

2.3 緊急ハード対策施設配置計画 ........................................... 計-16 

2.4 施工期間 ............................................................. 計-17 

2.5 緊急ハード対策工事の安全確保 ......................................... 計-19 

3. 緊急ソフト対策ドリル .................................................... 計-20 

3.1 基本方針 ............................................................. 計-20 

3.2 監視観測機器等の整備 ................................................. 計-22 



 

3.3 リアルタイムハザードマップによる危険区域の想定 ....................... 計-28 

3.4 光ケーブル等の情報通信網の整備 ....................................... 計-30 

3.5 緊急調査 ............................................................. 計-32 

3.6 避難対策支援のための情報提供 ......................................... 計-42 

4. 平常時からの準備事項 .................................................... 計-44 

4.1 基本方針 ............................................................. 計-44 

4.2 対策に必要となる諸手続き・土地利用の調整 ............................. 計-45 

4.3 必要な資機材の備蓄・調達 ............................................. 計-47 

4.4 火山防災ステーション機能の強化 ....................................... 計-48 

4.5 光ケーブル網等の情報通信網の整備 ..................................... 計-49 

4.6 火山データベースの整備 ............................................... 計-50 

4.7 関係機関、地域住民との連携事項と実施項目 ............................. 計-51 
おわりに 

 

 

 


	白山火山噴火緊急減災対策砂防計画　(令和5年2月　第2版)［PDF：一式版］(26MB) - コピー.pdfから挿入したしおり
	1.白山緊急減災計画書（目次）_第2版_230221
	2.白山緊急減災計画書（基礎事項編）_第2版_230224
	【基礎事項編】
	1. 白山火山噴火緊急減災対策砂防の基本理念
	1.1  白山火山噴火緊急減災対策砂防の目的
	1.1.1　 白山の概要
	1.1.2　 火山噴火緊急減災対策砂防の必要性・目的

	1.2  白山の火山防災体制
	1.3  白山火山噴火緊急減災対策砂防の内容
	1.4  白山火山噴火緊急減災対策砂防の位置づけ

	2. 現状の把握
	2.1  白山周辺の土地利用や法指定の状況
	2.2  白山周辺の保全対象等の状況
	2.3  白山周辺の防災対策の状況
	2.3.1　 白山周辺の火山監視
	2.3.2　 白山周辺の砂防施設等
	2.3.3　 白山の噴火警戒レベル

	2.4  白山の火山活動
	2.4.1　 白山の形成史
	2.4.2　 白山の過去1万年以降の火山活動
	2.4.3　 白山の最近の火山活動
	(１)  噴気など表面現象の状況
	(２)  地震や微動の発生状況



	3. 想定される影響範囲と被害
	3.1  白山で想定される火山活動
	3.1.1　 白山火山防災協議会で作成された噴火シナリオの概要
	3.1.2　 想定される噴火様式
	3.1.3　 想定火口域
	3.1.4　 想定される現象

	3.2  噴火シナリオ・土砂移動シナリオ
	3.2.1　 噴火シナリオ・土砂移動シナリオの作成
	3.2.2　 緊急減災対策砂防実施判断上の噴火警戒レベルの細分化の定義表
	3.2.3　 イベントツリーの作成

	3.3  想定される影響範囲と被害の把握
	3.3.1　 噴石の影響範囲想定方法
	3.3.2　 降灰の影響範囲想定方法
	3.3.3　 火砕流の影響範囲想定方法
	3.3.4　 火砕サージの影響範囲想定方法
	3.3.5　 溶岩流の影響範囲想定方法
	3.3.6　 融雪型火山泥流の影響範囲想定方法
	3.3.7　 降灰後土石流・泥流の影響範囲想定方法
	3.3.8　 火口噴出型泥流及び火口湖決壊型泥流
	3.3.9　 地すべり
	3.3.10　 山体崩壊・斜面崩壊
	3.3.11　 ケース毎の想定影響範囲図



	3.白山緊急減災計画書（計画編）_第2版_230218
	【計画編】
	1. 白山火山噴火緊急減災対策砂防計画の方針
	1.1  白山火山噴火緊急減災対策砂防計画の内容
	1.2  対象とする噴火シナリオのケースの抽出
	1.3  対策開始・中止のタイミング
	1.3.1　 無雪期における対策開始・中止のタイミング
	1.3.2　 積雪期における対策開始・中止のタイミング

	1.4  対策可能期間
	1.5  対策箇所
	1.6  対策方針の設定

	2. 緊急ハード対策ドリル
	2.1  基本方針
	2.2  工法・構造の考え方
	2.2.1　 流出する土砂等の流向を制御するための対策
	2.2.2　 流出する土砂等を捕捉するための対策
	2.2.3　 施設配置及び工法・構造の選定方法

	2.3  緊急ハード対策施設配置計画
	2.4  施工期間
	2.5  緊急ハード対策工事の安全確保
	(１)  火山監視員の配備
	(２)  土砂移動検知センサの設置
	(３)  基準雨量の設定


	3. 緊急ソフト対策ドリル
	3.1  基本方針
	(１)  監視観測機器の整備
	(２)  リアルタイムハザードマップによる危険区域の想定
	(３)  光ケーブル等の情報通信網の整備
	(４)  緊急調査：緊急減災対策のための調査
	(５)  緊急調査：土砂災害防止法に基づく緊急調査
	(６)  避難対策支援のための情報提供

	3.2  監視観測機器等の整備
	3.2.1　 気象観測機器の設置状況と緊急整備計画
	3.2.2　 火山監視観測機器の設置状況と緊急整備計画
	3.2.3　 自動降灰量計の緊急整備計画

	3.3  リアルタイムハザードマップによる危険区域の想定
	(１)  プレ・アナリシス型（データベース方式）
	(２)  リアルタイム・アナリシス型（逐次計算方式）

	3.4  光ケーブル等の情報通信網の整備
	3.5  緊急調査
	3.5.1　 緊急減災対策のための調査
	(１)  噴火後の地形把握
	(２)  既設砂防施設等の点検
	(３)  降灰・不安定土砂の把握
	(４)  緊急時に実施する対策の施工条件の把握
	(５)  積雪調査

	3.5.2　 土砂災害防止法に基づく緊急調査
	(１)  土砂災害防止法に基づく緊急調査の概要
	(２)  白山火山における土砂災害防止法に基づく緊急調査の概要


	3.6  避難対策支援のための情報提供

	4. 平常時からの準備事項
	4.1  基本方針
	4.2  対策に必要となる諸手続き・土地利用の調整
	4.2.1　 対策に必要となる諸手続き
	4.2.2　 土地利用の調整

	4.3  必要な資機材の備蓄・調達
	(１)  資材の備蓄・調達
	(２)  機材の備蓄・調達

	4.4  火山防災ステーション機能の強化
	4.5  光ケーブル網等の情報通信網の整備
	4.6  火山データベースの整備
	4.7  関係機関、地域住民との連携事項と実施項目
	4.7.1　 関係機関との連携・調整事項
	(１)  防災担当職員の研修
	(２)  室内及び実地訓練

	4.7.1　 地域住民との連携事項
	4.7.2　 白山火山噴火緊急減災対策砂防における各機関の役割分担



	空白ページ


